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宮城復興局気仙沼支所
気仙沼市笹が陣３－５
気仙沼市シルバー人材センター内

３月２５日、「本吉気仙沼道路（大谷海岸ＩＣ～気仙沼
中央ＩＣ）」が開通しました。今回の開通は、気仙沼市内の
三陸沿岸道路区間では、東日本大震災後、初めての開通
区間となります。
気仙沼市の基幹産業である水産業では、輸送時間の短

縮により、気仙沼市や水産・流通関連企業で推進している
輸送効率化や販路拡大の取り組みが期待されます。
また、東日本大震災では、併走する国道４５号が津波によ
り浸水しましたが、本吉気仙沼道路は津波浸水区域を回
避できることから、災害時にも緊急輸送路として機能する
信頼性の高い交通ネットワークが確保されます。
このほか、交通分散による混雑緩和、新気仙沼市立病

院への速達性向上、交流人口拡大、観光の活性化の支援
が期待されます。式典には約４００名が参加。テープカット
で開通を祝いました。
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１月中旬に被災自治体から提出された復興交付金事業計画に対して、２月２８日に復興庁から交付可能額
の通知を行いました。
気仙沼市に約４.７億円、南三陸町からの申請は事業間流用のみでした。
これまで、平成２３年から２０回にわたって復興交付金の交付可能額通知を行っています。気仙沼市は合計

事業費で約３,６４６億円、南三陸町は合計事業費で約１,４２３億円を配分しています。
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志津川市街地振興まちづ
くり事業とあわせて実施して
いた、国道４５号の嵩上げな
らびに、水尻橋、汐見橋の
工事が完了し、交通を迂回
させていた国道４５号が３月
２９日に新たな国道４５号と
して開通しました。
迂回路からの交通切替え

に先立ち汐見橋にて、地域
住民の方による渡り初め式
が行われ国道４５号の復興
を祝いました。



至：仙台

至：気仙沼市内

とぴっくす 復興に関連する話題を紹介します
。

三陸沿岸道路は仙台港北ＩＣから八戸ＪＣＴまで延長
約３５９kmの自動車専用道路です。東日本大震災後、
道路が通る概ねの範囲が示され、市町や住民の意見
を踏まえながらルートが確定、震災から約８ヶ月後の
平成２３年１１月に全線事業化されております。
歌津本吉道路は、三陸沿岸道路の１区間を構成し

ており、延長は約１２kmです。南三陸町と気仙沼市に
跨がり、歌津ＩＣを起点とし旧国道３４６号との交差点
(津谷ＢＰ終点)付近を終点としております。
当該区間に平行する国道４５号は、東日本大震災

により、歌津大橋、二十一浜橋、小泉大橋の３橋梁が
被災しました。歌津本吉道路は津波浸水域を回避、
あるいは高架化していることから、大規模災害時でも
緊急輸送路が確保され、支援物資の輸送が可能と
なります。

事業は国内初となる官民連携による『事業促進ＰＰＰ（パブリック・プライベート・パートナーシップ）』の推進体制
にて進められています。
平成２４年４月より地区ごとに設計及び用地の幅杭打設に係る説明会、平成２４年９月に用地調印式が行わ

れ、平成２４年１１月には着工式が行われました。新規事業化から１年以内という異例のスピードでの即年着工の
運びとなっております。

主な構造物として７つの橋梁が計画されており
ます。特に、津谷川を跨ぐ(仮称)津谷川橋の基礎
部は当該区間で唯一のニューマチックケーソン工
法※にて施工されております。地中に圧力をかけ
るため、周辺地盤への影響や井戸水等への影響
を調査並びに観測しながら施工が進められまし
た。
当該道路には５つのＩＣが計画されております。

３つの区間で構成されることになりますが、その内
２つの区間が平成３０年度内に供用される予定で
あり、国土交通省仙台河川国道事務所の２名の
監督官のもと工事が進められております。

苦労した点等を北陸地方整備局から応援に来て頂いている南谷監督官からお聞きしました。
『津谷川の前後における盛土量は約１２０万m3(ダンプトラック約２４万台分)にものぼるため、多い日には一日

延べ３,０００台のダンプが走行した時もありました。公道を汚損してしまう事態になることから工事業者で構成する
協議会にて毎月道路清掃を行っております。

また津谷川には鮭や鮎の遡上・
放流があることから、漁業協同組
合等と調整の上、土砂等が河川に
流出しないようオイルフェンス等を
設置して施工を進めました。
地区の皆様にはご迷惑をおか

けしておりますが、皆さんとても
協力的でありがたく思っておりま
す。三陸道への期待に応えられる
よう一日も早い供用を目指し頑張
っていきます。』とのお話を頂きま
した。北陸地方より気仙沼・南三
陸地域の復興にご尽力頂きありが
とうございます

※１：ニューマチックケーソン工法とは、掘削面に圧力をかけ、地下水の侵入を防ぎながら地中を掘り下げ、地中部にコンクリートの基礎部分を構築する工法
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◆支所長コラム
新年度がスタート致しました。昨年度末から今年度初めにかけて、道路では三陸道（大谷海岸ＩＣ〜気仙沼中央

ＩＣ）が開通、志津川地区では国道４５号の交通切替え、歌津地区では県道払川町向線が新ルートで開通、気仙
沼市と一関市を結ぶ国道２８４号では室根バイパスが開通しました。施設関連では気仙沼図書館、気仙沼駅前プ
ラザ、南三陸町学校給食センター、志津川郵便局の落成式が各々執り行われました。
また、３月３０日には復興庁より被災者支援総合交付金の交付可能額通知がなされました。気仙沼市は４事業

に約１億９,８００万円、南三陸町は２事業に３８０万円となっております。
復興は着実に進んでいます。気仙沼支所も新たなメンバーで頑張ってまいりますので、今年度もよろしくお願い

致します。（吉）

３月３１日に、新気仙沼図書館が開館しました。新館（２,７５７.５２㎡）には、震災、海事水産、地域活性化といった
コーナーが新設され、新たに市民が交流するスペースとしてカフェが併設。また、市内でインドネシア人技能実習生
が多く働く縁から、インドネシア政府より送られた寄付金を活用し、児童図書室「ユドヨノ友好子ども館」が設置され
ました。
更に、「古町児童館」の機能を移転整備し、気仙沼児童センター（４６３.８８㎡）が併設。図書館との連携による

相乗効果が期待されます。
挨拶の中で市長は「インドネシア政府をはじめ、さまざまな方々からのご支援により、本日開館の図書館があり

ます。これまでのご支援、ご協力に感謝申し上げます」と語りました。

＜施 設 概 要＞

鉄筋コンクリート造３階建て
延床面積３２２１.４㎡
蔵書数約２３万冊
（開架一般図書１０万、児童図書３万）

１階：【図書館エリア】
エントランスホール、総合サービス、児童図書
エリア、おはなしのへや、カフェ・フリースペース
【児童センターエリア】
屋内遊戯室、乳幼児遊戯室（子育て支援センタ
ー）、児童会議室、集会室、創作活動室（図書館
と共用）

２階：一般図書エリア、学習室、会議室、閉架書庫
３階：空調機械室

とぴっくす 復興に関連する話題を紹介します
。

３月５日、気仙沼市錦町コミュニティセンターで、
鹿折まちづくり協議会と神戸大学都市安全研究セン
ターが共に企画した「地域の防災を考えるサロン」
が開催され、地域住民５３名が参加しました。
「地域の防災と避難について考えましょう」という

内容で、阪神淡路大震災当時の被災地の様子、
これまでの取組み経過や、震災後の避難・防災対
策についての講演と意見交換が行われました。

東日本大震災から７年、災害や防災対策につい
てあらためて見直すよい機会となりました。
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〒９８８-００７３
気仙沼市笹が陣３−３０

（TEL:０２２６-２２-６７７８）



各地で開催される
復興イベントをご紹介します。

【 ５月５日（土）】唐桑せんたんツアー【気仙沼市】
復興庁の「新しい東北 復興・創生顕彰」に選ばれた「しごと場・あそび場ちょいのぞき」
５月の第一週は唐桑の海岸や森をみんなでハイキング！
お申し込みは気仙沼市観光サービスセンターへ ☎０２２６－２２－４５６０ https://cyoinozoki.jp

【 ５月２７日（日）】歌津遊漁船部会 復興祈念 第４回カレイ釣り大会【南三陸町】
カレイと言えば歌津という人もいるぐらい！今年は昨年とレギュレーションが変わっておりますのでご注意ください。
伊藤洋平さんの歌津応援ライブもあります。
お問い合わせは、宮城県漁業協同組合歌津支所（担当：阿部０８０－１６６３－６９０３）まで。

「つちおと」発行元（お問い合わせ先）

復興庁 宮城復興局 気仙沼支所

電話 ０２２６－２３－５３０１

FAX ０２２６－２３－５３１０

これまでに発行した「つちおと」は、復興庁
ホームページで御覧いただくことができます。

復興庁ＨＰ （http://www.reconstruction.go.jp/）

→ 宮城復興局

→ 気仙沼支所だより「つちおと」

【編集後記】
◆震災後７年が経過し、住宅や道路の整備は
進みました。一方で、心の復興や産業の復興はま
だ不十分な所もあるようです。これからも「つちお
と」は気仙沼・南三陸のちいさな復興にも目を向け
て、皆様にお伝えしていきたいと思います。

はじめまして！
４月より水産庁から気仙沼

支所次長に着任致しました
川田と申します。

水産都市である気仙沼市、南三陸町の復興は、日本の
水産業全体の復活にとっても不可欠と考えます。
着実な復興に向け、微力ではございますが一緒に参加

させていただきたくどうぞよろしくお願い致します。

宮城県漁業協同組合唐桑支所が、復興庁の「被災地
域企業新事業ハンズオン支援事業」を利用して、地元で
獲れる「赤皿貝」を食材として商品開発を進めていた
駅弁『復刻「赤皿貝炊き込み飯」』及び赤皿貝炊き込み
飯の素、赤皿貝アヒージョ、赤皿貝とまとチャウダーが
４月２１日より商品化されました。
４月１９日には、仙台で試食お披露目会が開催されま

した。商品開発に加わった関係者とともに駅弁を食した
小谷野宮城復興局長から、『宮城県の食材を堪能でき
る一品であり、旅情をそそる駅弁が唐桑・気仙沼を訪れ
る機会になってくれれば』との期待が述べられました。
また、関係者からは、『これまで一般に馴染みのなかっ
た赤皿貝をマーケットで拡大することは、これからが
正念場。味には自信がある。』との抱負も語られました。
ＪＲ仙台駅で販売される同商品は、今後地域活性化

の一助となることが期待されます。

～唐桑の「赤皿貝」を使用した駅弁と加工品の試食会～


